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２
０
２
１
年
の
８
月
15
日
。
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
反
政
府
武
装
勢
力
タ
リ
バ

ン
が
、
20
年
ぶ
り
に
首
都
カ
ブ
ー
ル
を

制
圧
。
大
統
領
府
を
占
拠
し
た
タ
ー
バ

ン
姿
の
幹
部
が
銃
を
手
に
、
大
統
領
の

大
き
な
机
の
周
り
を
占
拠
し
、
得
意
顔

に
座
り
込
ん
で
い
る
映
像
が
映
し
出
さ

れ
ま
し
た
。
次
に
驚
い
た
の
は
、
米
軍

撤
退
後
の
タ
リ
バ
ン
支
配
か
ら
の
恐
怖

か
ら
逃
れ
よ
う
と
、
市
民
た
ち
が
国
際

空
港
に
殺
到
し
た
大
混
乱
の
模
様
で

す
。
そ
れ
ら
の
人
た
ち
を
狙
っ
た
テ
ロ

も
起
き
、
帰
国
迫
っ
た
米
兵
や
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
市
民
な
ど
１
８
０
人
近
い
犠

牲
者
を
だ
し
ま
し
た
。

　

２
０
０
１
年
９
月
11
日
、
ジ
ェ
ッ
ト
旅

客
機
４
機
が
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ
、
２
機

が
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
世

界
貿
易
セ
ン
タ
ー
の

ツ
ィ
ン
タ
ワ
ー
ビ
ル
に
、

１
機
が
米
国
防
総
省
、
残
る
１
機
は
乗
客

の
抵
抗
の
末
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
の
野
原

に
墜
落
、
合
わ
せ
て
日
本
人
24
人
を
含
む

２
９
７
７
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
悪
夢

の
始
ま
り
で
し
た
。

　

テ
ロ
の
首
謀
者
、
国
際
テ
ロ
組
織

「
ア
ル
カ
イ
ダ
」
の
指
導
者
ビ
ン
ラ

デ
ィ
ン
は
、
当
時
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
、
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
の
タ
リ
バ
ン

政
権
に
匿
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

時
の
米
国
・
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
、
ビ

ン
ラ
デ
ィ
ン
の
引
き
渡
し
を
申
し
入
れ

ま
す
が
、
タ
リ
バ
ン
政
権
が
拒
否
し
た

た
め
、
テ
ロ
を
起
こ
し
た
組
織
と
、
匿
う

政
権
は
同
罪
だ
と
し
て
、
英
国
と
の
同
盟

軍
で
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
攻
撃
を
開
始
。
ハ

イ
テ
ク
軍
事
技
術
に
優
る
米
英
軍
が
、
わ

ず
か
１
カ
月
で
タ
リ
バ
ン
政
権
を
崩
壊
さ

せ
、
ア
フ
ガ
ン
市
民
は
再
び
自
由
を
取
り

戻
し
ま
し
た
。

　
だ
が
タ
リ
バ
ン
も
徐
々
に
勢
い
を
取
り

戻
し
、
戦
争
の
長
期
化
で
米
国

は
財
政
的
余
力
を
失
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
こ
で
同
時
多
発
テ
ロ

か
ら
20
年
を
機
に
、
軍
の
全
面

撤
退
を
決
断
し
た
の
で
す
が
、

米
軍
が
い
な
く
な
る
や
、
ア
フ

ガ
ン
政
府
軍
の
統
率
力
は
一
気

に
崩
れ
、
タ
リ
バ
ン
軍
が
瞬
く

間
に
首
都
を
制
圧
し
た
と
い
う

次
第
で
す
。

　
タ
リ
バ
ン
の
支
配
地
域
は
、
今
年
２
月

時
点
で
国
土
の
20
％
程
度
と
み
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
半
年
後
に
首
都
制
圧
を
許
し

た
。
米
国
の
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
・

ジ
ャ
ー
ナ
ル
紙
は
、
「
状
況
悪
化
を
警
告

す
る
電
報
が
７
月
13
日
付
け
で
、
カ
ブ
ー

ル
の
米
国
大
使
館
か
ら
ブ
リ
ン
ケ
ン
国
務

長
官
ら
に
送
ら
れ
て
い
た
。
８
月
末
の
米

軍
撤
退
、
直
後
に
首
都
は
陥
落
す
る
。
米

国
人
ら
の
退
避
を
急
ぐ
よ
う
勧
告
し
て
い

た
」
と
す
る
情
報
を
、
す
っ
ぱ
抜
き
ま

す
。

　
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
「
彼
ら
（
ア
フ
ガ

ン
政
府
軍
）
は
崩
壊
し
な
い
だ
ろ
う
と
い

う
の
が
圧
倒
的
な
意
見
だ
っ
た
」
と
し
か

釈
明
で
き
ず
、
情
報
収
集
の
お
粗
末
さ
を

露
呈
し
ま
す
。
特
殊
作
戦
は
全
て
米
軍
が

指
揮
し
て
き
た
た
め
、
ア
フ
ガ
ン
政
府
軍

が
自
立
し
た
活
動
が
出
来
る
ま
で
、
な
か

な
か
育
た
ず
、
米
軍
撤
退
が
本
格
化
す
る

と
、
書
類
上
、
30
万
人
だ
っ
た
軍
勢
が
六

分
の
一
ほ
ど
に
急
落
し
た
よ
う
で
す
。

　
逆
に
タ
リ
バ
ン
軍
の
方
は
、
米
軍
撤
退

が
本
格
化
し
た
５
月
以
降
、
各
地
の
州
知

事
や
長
老
ら
と
水
面
下
で
接
触
し
、
安
全

を
確
保
す
る
代
わ
り
に
「
無
血
開
城
を
」

と
根
回
し
を
し
、
政
府
軍
兵
士
に
は
「
良

い
ポ
ス
ト
を
約
束
す
る
」
な
ど
と
持
ち
掛

け
、
寝
返
り
に
成
功
。
ア
フ
ガ
ン
政
府
軍

の
基
地
か
ら
大
量
の
武
器
や
軍
用
車
も

奪
っ
た
。

　この夏も世界は熱く燃えた。アフガニスタンの
反政府武装組織タリバンが首都カブールを陥落さ
せた。20年にわたった米国のアフガニスタン駐留
から撤退した。ベトナム戦争のサイゴン陥落を彷
彿させる出来事だった。

　国際社会のアフガン社会の復興は、何だったの
か？民主化への努力は何だったのか？タリバン政
権は、どんな国家運営をしていくのか。女性たち
の人権はどうなるのか？
　
　９月１８日、小塚哲司氏（中日新聞元論説委員）
をお迎えして、アフガニスタン問題を講演い
ただきました。以下は、その概要です。なお、
この講演会は、新型コロナウイルス感染拡
大により、緊急事態宣言が発令されたた
め、オンラインで実施しました。
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ベ
ト
ナ
ム
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
戦
争
を
超

え
、
20
年
と
い
う
米
史
上
最
も
長
い
戦
争

で
、
米
英
な
ど
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
）
連
合
軍
の
犠
牲
者
約
３
５
０
０

人
の
う
ち
、
米
兵
は
約
２
３
０
０
人
と
最

も
多
く
、
兵
士
や
国
民
の
間
で
厭
戦
気
分

は
高
ま
る
ば
か
り
。
米
国
が
投
じ
た
総
軍

事
費
は
、
負
傷
し
た
退
役
兵
士
の
治
療
費

を
含
め
２
兆
２
６
１
０
億
ド
ル
（
約
２
４

８
兆
７
千
億
円
）
で
、
日
本
政
府
の
一
般

会
計
当
初
予
算
の
２
年
分
超
。
精
神
的
、

財
政
的
負
担
に
、
も
は
や
耐
え
ら
れ
な
く

な
っ
た
こ
と
が
、
米
軍
撤
退
の
最
大
の
理

由
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
が
、
タ
リ
バ

ン
と
の
直
接
協
議
を
始
め
、
２
０
２
０
年

２
月
、
国
際
テ
ロ
組
織
ア
ル
カ
イ
ダ
と
の

関
与
を
断
つ
こ
と
で
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
を
含

む
駐
留
米
軍
を
14
か
月
以
内
に
撤
退
さ
せ

る
和
平
合
意
。
バ
イ
デ
ン
大
統
領
も
今
年

４
月
、
「
米
同
時
多
発
テ
ロ
か
ら
20
年
と

な
る
今
年
９
月
11
日
ま
で
に
、
駐
留
米
軍

を
完
全
撤
退
さ
せ
る
」
と
表
明
。
８
月
末

ま
で
に
完
全
撤
退
す
る
こ
と
で
タ
リ
バ
ン

側
と
合
意
し
た
の
で
す
。

　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
１
９
７
８
年
４

月
、
共
産
主
義
政
党
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

人
民
民
主
党
に
よ
る
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー

で
、
社
会
主
義
政
権
が
成
立
し
、
こ
れ
に

強
く
反
発
し
た
の
が
イ
ス
ラ
ム
教
を
信
奉

す
る
武
装
勢
力
「
ム
ジ
ャ
ヒ
デ
ィ
ン
」

（
イ
ス
ラ
ム
聖
戦
士
た
ち
）
で
し
た
。
イ

ス
ラ
ム
教
徒
の
住
む
場
所
で
の
、
異
教
徒

支
配
は
許
さ
な
い
と
、
命
を
懸
け
て
戦
う

「
聖
戦
（
ジ
ハ
ー
ド
）
」
に
結
集
し
た
の

で
す
。
イ
ス
ラ
ム
教
の
経
典
『
コ
ー
ラ

ン
』
は
、
「
敵
に
や
ら
れ
た
ら
、
や
り

返
せ
」
と
、
イ
ス
ラ
ム
を
守
る
た
め
、

命
を
懸
け
て
の
「
聖
戦
」
を
促
し
て
い
ま

す
。

　
ム
ジ
ャ
ヒ
デ
ィ
ン
の
支
配
地
拡
大
に
よ

り
、
人
民
民
主
党
政
権
は
ソ
連
に
助
け
を

求
め
、
１
９
７
９
年
12
月
、
ソ
連
軍
が

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
進
軍
し
て
き
ま
し

た
。
ム
ジ
ャ
ヒ
デ
ィ
ン
陣
営
に
は
20
カ
国

以
上
の
イ
ス
ラ
ム
諸
国
か
ら
20
万
人
の
義

勇
兵
が
加
わ
り
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
か
ら

は
、
そ
の
後
、
米
同
時
多
発
テ
ロ
を
主
導

す
る
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
も
参
加
し

ま
し
た
。
10
年
後
の
１
９
８
９
年
、
ソ
連

軍
は
撤
退
し
ま
す
。

　
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

で
は
有
数
の
富
豪
の
一
族
に
生
ま
れ
、
敬

虔
な
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
父
の
も
と
に
育
ち

ま
し
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
ソ
連
軍

を
撤
退
さ
せ
た
後
、
帰
国
し
た
際
に
は
、

ム
ジ
ャ
ヒ
デ
ィ
の
英
雄
と
し
て
迎
え
ら

れ
、
国
王
か
ら
も
歓
待
さ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
翌
年
、
イ
ラ
ク
が
ク
ウ
ェ
ー

ト
に
侵
攻
し
た
「
湾
岸
危
機
」
を
機

に
、
国
王
と
激
し
く
対
立
し
て
し
ま

い
ま
す
。

　
イ
ラ
ク
が
ク
ウ
ェ
ー
ト
を
併
合
す

る
と
、
イ
ラ
ク
の
石
油
占
有
率
は
世

界
の
２
割
と
な
る
た
め
、
フ
セ
イ
ン

政
権
を
潰
さ
ね
ば
と
、
米
国
は
サ
ウ

ジ
の
国
王
に
圧
力
を
か
け
、
米
軍
派

遣
を
認
め
さ
せ
ま
す
。
ビ
ン
ラ
デ
ィ

ン
は
イ
ス
ラ
ム
の
聖
地
へ
の
異
教
徒

の
軍
隊
を
引
き
入
れ
る
こ
と
に
猛
反

対
し
た
こ
と
か
ら
、
国
外
に
追
放
処

分
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ビ
ン
ラ

デ
ィ
ン
が
米
国
敵
視
を
強
め
て
い
く

最
初
の
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
ソ
連
軍

の
撤
退
後
、
イ
ス
ラ
ム
主
義
の
国
が

成
立
し
ま
す
が
、
内
戦
が
続
き
、
カ
ン
ダ

ハ
ル
州
で
、
マ
ド
ラ
サ
（
イ
ス
ラ
ム
神
学

校
）
を
開
い
て
い
た
オ
マ
ル
氏
が
１
９
９

４
年
11
月
、
「
世
直
し
」
を
掲
げ
て
「
タ

リ
バ
ン
」
と
称
す
る
武
装
グ
ル
ー
プ
を
組

織
。
各
地
か
ら
イ
ス
ラ
ム
神
学
生
が
加
わ

り
、
ア
フ
ガ
ン
政
府
軍
を
破
っ
て
、
最
初

の
タ
リ
バ
ン
政
権
を
誕
生
さ
せ
ま
す
。

　

オ
バ
マ
前
大
統
領
が
米
軍
特
殊
作
戦

で
、
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
殺
害
に
成
功
。
米
同

時
多
発
テ
ロ
の
国
家
的
報
復
と
い
う
目
的

が
消
え
た
の
に
、
「
イ
ス
ラ
ム
国
」
と
い

う
凶
悪
テ
ロ
集
団
の
登
場
で
、
戦
争
を
長

期
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
９
月
７
日
発
表
さ
れ
た
タ
リ
バ
ン
の
新

政
府
の
主
要
ポ
ス
ト
は
タ
リ
バ
ン
幹
部
が

独
占
。
し
か
も
ア
フ
ン
ド
首
相
ら
閣
僚
ら

は
国
連
の
制
裁
対
象
者
。
欧
米
各
国
も
、

こ
れ
で
は
国
家
承
認
な
ど
で
き
ず
、
戸
惑

う
ば
か
り
で
す
。

　
タ
リ
バ
ン
は
女
性
た
ち
が
外
に
出
て
働

く
こ
と
を
禁
じ
、
外
出
の
際
は
、
顔
を
含

め
、
全
身
を
覆
う
ブ
ル
カ
と
い
う
イ
ス
ラ

ム
衣
装
を
義
務
付
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の

戒
律
の
根
拠
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
経
典

『
コ
ー
ラ
ン
』
で
、
娘
に
成
長
し
た
女
性

は
肌
を
見
せ
な
い
よ
う
求
め
て
お
り
、
程

度
の
差
は
あ
れ
、
今
も
各
国
で
守
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

「
シ
ャ
リ
ア
法
（
イ
ス
ラ
ム
法
）
」

は
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
経
典
『
コ
ー
ラ
ン
』

と
、
予
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
言
行
録
（
ス

ン
ナ
）
を
集
大
成
し
た
法
律
で
、
民
法
、

刑
法
、
訴
訟
法
、
行
政
法
、
支
配
者
論
、

国
家
論
、
国
際
法
、
戦
争
法
に
ま
で
に
及

び
、
日
本
の
六
法
全
書
と
国
際
法
を
合
わ

せ
た
よ
う
な
も
の
で
す
。
近
代
以
前
の
社

会
で
は
、
ど
こ
も
シ
ャ
リ
ア
法
の
古
典
的

解
釈
を
重
視
し
、
殺
人
、
強
姦
、
同
性

愛
、
麻
薬
の
使
用
、
強
盗
な
ど
は
死
刑
と

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
近
代
以
後
、

特
に
英
仏
な
ど
西
欧
諸
国
の
植
民
地
支
配

を
受
け
た
エ
ジ
プ
ト
、
レ
バ
ノ
ン
、
モ

ロ
ッ
コ
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
な
ど
で
は
、
西

洋
の
民
主
的
な
法
律
が
取
り
入
れ
ら
れ
、

次
第
に
い
わ
ゆ
る
世
俗
主
義
国
家
に
生
ま

れ
変
わ
り
、
厳
格
な
刑
罰
も
消
え
て
い
き

ま
し
た
。
今
な
お
、
古
典
的
な
シ
ャ
リ
ア

法
の
厳
し
い
戒
律
と
罰
則
を
残
し
て
い
る

の
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
リ
ビ
ア
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ン
な
ど
一
部
で

す
。

　
テ
レ
ビ
の
女
性
キ
ャ
ス
タ
ー
が
男
性
に

替
え
ら
れ
、
人
気
フ
ォ
ー
ク
シ
ン
ガ
ー
や

女
性
警
察
官
が
射
殺
さ
れ
、
大
学
講
義
室

の
真
ん
中
に
カ
ー
テ
ン
が
つ
け
ら
れ
、
男

女
が
分
か
れ
て
授
業
す
る
と
い
う
異
常
な

様
相
で
す
。

　
カ
ブ
ー
ル
の
国
際
空
港
で
の
自
爆
テ
ロ

の
実
行
犯
「
Ｉ
Ｓ
ホ
ラ
サ
ン
州
」
は
「
イ

ス
ラ
ム
国
」
（
Ｉ
Ｓ
）
の
支
部
組
織
で
、

バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
無
人
爆
撃
機
を
使
っ

て
報
復
攻
撃
し
ま
す
。
タ
リ
バ
ン
は
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
一
国
の
み
の
支
配
を
目
指

し
、
そ
れ
を
阻
む
米
軍
な
ど
と
戦
っ
て
き

ま
し
た
が
、
「
イ
ス
ラ
ム
国
」
ホ
ラ
サ
ン

州
は
、
ア
フ
ガ
ン
だ
け
で
な
く
、
国
境
を

越
え
た
広
域
的
な
支
配
地
確
保
を
目
指
し

て
お
り
、
タ
リ
バ
ン
と
対
立
し
て
き
ま
し

た
。

　

今
日
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
観
点
か

ら
、
「
脱
炭
素
」
が
叫
ば
れ
、
石
油
事
情

は
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
数
十
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数
十
年
前
社
会
人
に
な
って
か
ら
、海
外
へ
観

光
に
出
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
時
々

の
同
行
者
に
自
由
旅
行
を
希
望
し
、で
き
る
限

り
自
分
た
ち
の
目
と
耳
と
口
を
使
っ
て
回
り
ま

し
た
。満
足
な
外
国
語
も
話
せ
ず
行
動
す
る
た

め
、現
地
の
方
か
ら
多
く
の
助
け
や
好
意
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
、今
ま
で
の
旅
を
何
ご
と
も
な

く
楽
し
い
思
い
出
に
で
き
た
の
も
、彼
ら
の
お
陰

だ
と
感
謝
の
気
持
ち
が
湧
い
て
き
ま
す
。

　
地
元
の
人
と
交
わ
す
カ
タ
コ
ト
言
葉
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
通
し

て
、そ
の
国
の
習
慣
を
教
え
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。そ
ん

な
中
、逆
に
自
国
の
習
慣
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
る
出
来
事
が
あ

り
、強
く
印
象
に
残
って
い
ま
す
。

　
フ
ラ
ン
ス
の
田
舎
町
で
の
食
事
中
、私
は
近
く
の
テ
ー
ブ
ル
の
男

性
客
か
ら
、し
ば
し
ば
注
視
さ
れ
て
い
る
の
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

食
事
の
あ
と
席
を
立
っ
た
際
、彼
が
真
顔
で
ぎ
こ
ち
な
い
会
釈
を

し
て
き
た
の
で
礼
儀
と
し
て
返
し
た
と
こ
ろ
、「
な
ぜ
頭
を
下
げ
る

の
か
？
」と
質
問
さ
れ
た
の
で
す
。彼
は
、給
仕
の
た
び
に
私
た
ち

が
ウ
ェ
イ
タ
ー
に
す
る
会
釈
の
動
き
と
タ
イ
ミ
ン
グ
を
観
察
し
、真

似
を
し
て
試
し
た
よ
う
で
し
た
。得
意
の『
カ
タ
コ
ト
英
語
』で
、

「
働
き
へ
の
お
礼
や
、尊
敬
を
伝
え
て
い
る
」ぐ
ら
い
に
し
か
説
明

で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、自
分
た
ち
が
し
て
い
る
無
意
識
の
軽
い

感
謝
の
習
慣
が
、「
不
思
議
な
行
動
」と
し
て
実
際
に
西
洋
人
の

目
を
引
い
て
い
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。同
時
に
、会
釈
と
は
日
本
人
の
本
質
の

詰
ま
っ
た
行
為
だ
な
と
改
め
て
感
じ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
習
慣
の
中
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
歴
史
や
、そ
の
国
の
人
た
ち
の
気
質
や
性
格

が
隠
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
外
国
の
方
か
ら
、そ
れ

ぞ
れ
の
国
の
習
慣・慣
習
な
ど
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
、違
い
を
楽
し
み
つ
つ
理
解
を

深
め
、お
互
い
に
尊
重
し
合
え
る
交
流
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私たちの
国際交流

日本語学習支援ボランティア

北名古屋市コミュニティセンター

毎週金曜日　午後７時15分～8時45分

市内各小中学校

毎週1回

外国籍市民やその子女の基礎的な日本語の学習支援を行っています。
日本語で学習支援していただきます。初めての方、大歓迎です。

を始めま
せんか

場 所
日 時

地域で暮らす外国籍市民の皆さんの文化・習慣・
言語などの違いから抱えている問題を、ともに考え、
問題解決につなぐため、外国人生活相談サービスを
行っています。〈予約制〉

外国人生活情報サービスをご活用ください

場 所
日 時

日 時 月～金曜日　午前9時～午後5時 北名古屋市国際交流協会事務局場 所

ちい き 　 　 　 く　 　 　 　 　 　が いこくせ きしみ ん 　 　 　 　み な 　 　 　 　 　 　　 ぶ ん か 　 　 　 しゅうか ん 　

げんご 　 　 　 　 　 　 　 ちが　　　　　　 　 かか　　　　　　　　　　　 もんだい　　　　　　　　　　　　かんが　　　　

　 もんだいかいけつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が いこくじんせ い か つ そうだ ん 社会人向け 小中学校児童・生徒向け

がいこくじんせいかつじょうほう
かつよう

習慣を知って
西之保　浅野　明子

年
前
に
は
、
石
油
政
策
の
思
惑
か
ら

「
湾
岸
戦
争
」
ま
で
起
き
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
１
９
９
０
年
代
半
ば
に
、
米
国
の
ほ

ぼ
全
土
の
地
下
２
、
３
０
０
０
㍍
に
広
が

る
シ
ェ
ー
ル
層
を
採
掘
し
、
熱
分
解
す

る
と
、
天
然
ガ
ス
を
取
り
出
せ
る
こ
と
が

判
明
。
２
０
１
３
年
の
生
産
量
は
、
ロ
シ

ア
を
抜
い
て
世
界
一
と
な
り
、
逆
に
原
油

の
純
輸
出
国
と
な
り
、
中
東
の
石
油
に
振

り
回
さ
れ
る
心
配
が
な
く
な
っ
た
。
中
東

に
関
与
し
て
い
く
戦
略
的
な
重
要
性
が
減

少
し
た
、
こ
の
「
シ
ェ
ー
ル
革
命
」
も
ア

フ
ガ
ン
か
ら
の
撤
退
の
一
因
で
し
ょ
う
。

　
今
年
３
月
９
日
、
米
イ
ン
ド
太
平
洋
軍

の
デ
ー
ビ
ッ
ド
ソ
ン
司
令
官
が
米
上
院
軍

事
委
員
会
の
公
聴
会
で
「
中
国
は
２
０
２

６
年
ま
で
に
西
太
平
洋
に
お
け
る
軍
事
力

で
、
米
軍
を
上
回
り
、
６
年
以
内
に
台

湾
を
侵
攻
す
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
証

言
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
に
衝
撃
を
与
え
ま

し
た
。
事
実
、
習
近
平
党
総
書
記
は
７
月

１
日
、
北
京
の
天
安
門
広
場
で
行
わ
れ
た

中
国
共
産
党
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典

で
「
台
湾
問
題
の
解
決
と
祖
国
の
完
全
統

一
実
現
は
党
の
歴
史
的
任
務
だ
」
と
声
を

荒
げ
、
台
湾
統
一
の
実
現
に
踏
み
出
す
意

思
を
鮮
明
に
し
た
の
で
す
。

　
近
年
、
中
国
に
よ
る
強
引
な
海
洋
進
出

や
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
埋
め
立
て
工
事
な

ど
、
覇
権
拡
大
に
よ
る
緊
張
は
高
ま
る
ば

か
り
で
、
米
国
も
２
０
１
５
年
以
降
、

「
航
行
の
自
由
作
戦
」
を
実
施
し
て
、

け
ん
制
を
し
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
中

国
が
６
年
以
内
に
軍
事
力
を
使
っ
て
で
も

「
台
湾
」
を
統
一
す
る
極
め
て
強
い
懸
念

が
浮
上
し
、
米
国
も
、
う
か
う
か
し
て

お
ら
れ
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る

こ
と
を
認
識
さ
せ
ら
れ
た
の
で
す
。

　
大
統
領
は
米
軍
撤
退
完
了
後
の
８
月
３１

日
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ク
戦
争
の

「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
の
目
的
が
、
次
第
に

「
民
主
国
家
の
建
設
に
変
わ
り
、
泥
沼
化

し
て
い
っ
た
。
そ
の
失
敗
か
ら
学
ぶ
べ
き

だ
」
と
強
調
。
「
世
界
は
変
化
し
、
中
国

と
真
剣
な
競
争
を
し
て
い
る
。
ア
フ
ガ
ン

に
費
や
し
て
い
る
戦
力
を
、
中
国
な
ど
へ

の
対
処
に
振
り
向
け
ね
ば
な
ら
な
い
」

「
他
国
を
立
て
直
す
た
め
の
、
大
規
模
な

軍
事
作
戦
の
時
代
を
終
わ
ら
せ
る
」
と
、

「
対
テ
ロ
」
か
ら
「
対
中
国
」
へ
の
バ
イ

デ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
と
も
い
う
べ
き
国
策

変
更
を
宣
言
し
た
の
で
す
。

　
米
軍
撤
退
後
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
周
辺

で
影
響
力
を
拡
大
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る

の
が
中
国
や
ロ
シ
ア
。
中
国
は
、
特
に

ア
フ
ガ
ン
と
国
境
を
接
す
る
新
疆
ウ
イ
グ

ル
自
治
区
の
独
立
派
組
織
「
東
ト
ル
キ
ス

タ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
運
動
」
（
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｍ
）

と
ア
フ
ガ
ン
の
過
激
組
織
と
の
連
携
の
動

き
に
は
神
経
を
と
が
ら
せ
て
い
ま
す
。

　
タ
リ
バ
ン
が
首
都
制
圧
後
、
米
国
は
直

ち
に
ア
フ
ガ
ン
銀
行
の
約
１
０
０
億
ド
ル

も
の
国
外
資
産
を
凍
結
し
、
国
際
通
貨
基

金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
、
世
界
銀
行
も
金
融
支
援

を
停
止
し
た
こ
と
か
ら
、
た
だ
で
さ
え
最

貧
国
の
ア
フ
ガ
ン
経
済
は
、
さ
ら
に
苦
境

に
陥
っ
て
い
る
と
さ
れ
ま
す
。
国
連
の
人

道
支
援
に
向
け
た
閣
僚
級
会
合
で
、
各
国

か
ら
計
約
１２
億
㌦
（
１
３
２
０
億
円
）
の

拠
出
金
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
タ
リ
バ
ン

の
暫
定
政
権
を
承
認
し
て
い
な
い
状
況

で
、
各
国
が
ど
う
や
っ
て
、
貧
し
い
人
た

ち
の
手
に
支
援
を
届
け
て
い
く
の
か
が
カ

ギ
と
言
え
ま
す
。
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